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はじめに

有機肥料だと収量や品質が不安…
有機農業面積を縮小しようかな…

有機肥料

農水省

化学肥料30%減

有機農業面積約100万haへ拡大

２０５０年



はじめに

土中の窒素動態を把握し、
適切量の施肥をすれば解決!!

有機肥料

NO3-N NH4-N



目的

有機肥料の１つである米ぬかを異なる量施肥
水田土中の窒素動態を明らかに

NH4-NNO3-N 米ぬか
N4

米ぬか
N8

米ぬか
N0 米ぬか

N16?

目的

分解
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方法
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5月までの降水が土中に影響
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8,16g/m²施肥すると吸収量は1∼2g/m²増加
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まとめ
有機肥料の１つである米ぬかを異なる量施肥

水田土中の窒素動態を明らかに

収穫時N8,N16区で2g/m²増加
冬季でも米ぬか施肥効果があった

5月上旬、湛水開始の6月上旬で窒素量が減少

米ぬか
N4

米ぬか
N8

米ぬか
N0 米ぬか

N16
NH4-NNO3-N

分解


